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新規大卒就職市場におけ る OB ネ ヅ トワ
ー クの 利用

一
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1研究課題

　労働市場で 取引相手の情報 を収集するこ と

は、ジ ョ ブ ・
マ ヅ チン グ （job　matching ）に

成功 するため に必 要とされ る作業で ある。 そ

の 情報収集で 効果的に利用 される
一

手段 と し

て 注 目さ れ て きた の が 、 人的 ネ ッ トワ
ー

ク

（personal　network ）を利用するや り方で あ

る （Rees［1966］、　Reid［1972］、　Granovetter

［1974］等参照）。 人的ネ ッ トワ ーク を利用

で きれば、就職活動が開始 される以前か ら予

め労働サービス の 供給側 と需要側双方 となん

ら か の 社 会 的 関 係 に あ る 情 報 提 供 者

（informant）を通 して
“

市場で は入 手 し難

い 情報
”

を手 に入 れ るこ とが で きる 。 市場の

仲介者で あ る情報提供者に よ っ て探索され、

選別 された うえで伝達 され る取引相手の情報

は、ジ ョ ブ ・マ ヅ チ ングに正 の効果を与える

と考え られ る 。 特に新規大卒就職市場では、、

学生達が 在籍大学の OB とい う人 的ネ ッ トワ

ー
ク を頻繁に利用 して い るこ とが以前か ら指

摘 されて きた 。 本研究の 目的は、学生側の ジ

ュ ブ ・サー
チ （job　search ）の プ ロ セ ス に分

析の 焦点を当て 、 彼 らが学生時代に どの よ う

な OB ネ ッ トワ ーク を構築 し 、 新規大卒就職

市場におい て 、 それ らをどの ように利用 して

い るか を明 らか にするこ とであ る 。

2先行研究との 比較

　新規大卒就職市場におい て OB ネ ヅ トワ
ー

クが果 たす役 割を 明示的に取上げ、経済学的

に分析 した先行研究 と しては 、浦坂純子 を中

心 と した一連 の研究 成果 があ げ られる 。 細

谷 ・浦坂 ［1996］、Hosotani　and 　Urasaka

［1997］、 及び浦坂 【1999】で は 、 OB の 存在は

新規大卒就職市場 におけ るジ ョ ブ ・サ ーチ の

成否 に大 きな影響 を与え て い る こ とが 明 らか

に されて い る 。

　と こ ろが 、 そ の よ うな新た な実証分析の結

果か らも、OB ネ ッ トワークが学生時代 に構

築 されて か ら、それ らの 利用が就職活動に影

響 を与 えるまで の 詳細な メカ ニ ズ ムに つ い て

は未だ明 らかに され て い な い と い え る 。 加え

て 先行研究で は 、 既 に数々の聞 き取 り調査や

ア ン ケ
ー

ト調査で指摘さ れて い る同 じ大学で

も学生 ご とに異な る様々 な OB ネ ッ トワ
ーク

の違い が実証分析の うえで考慮 されて い ない 。

それぞれの OB ネ ッ トワ
ークは学生時代の ど

の ような選択の結果 として構築 され 、 就職活

動中に どの ように利用 されたの だろうか 。 新

たなデータを使 っ て実証研究をさらに進展さ

せ る こ とが求め られて い る とい える 。

　そ こ で 本研究で は 、 同 じ大学の 卒業生で も

異な る様々 な OB ネ ッ トワ ーク の 差異を整理

し、 それ らの構築過程 とそれぞれが就職活動

に与え る影響力の 違 い を検討 す るため に 、 先

行研究 と異な り、特定大学の ある学部卒業生

に対 して行 なわれ た ア ン ケ
ー

ト調査の データ

を利用す る 。 こ の調査に は 、 学生時代の過ご

し方、就職活動の や り方 、 および就職活動の

結果に関する質問項 目が組み入れ られて い る 。

3分析結果

　本稿 では ordered 　logit　mode ｝を採用 して 、

実際 に利用されたそれぞれの 就職経路 が最終

的な ジ ョ ブ ・サーチの 結果 にどの 程度の 影響
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力を持 っ て い る の か に つ い て 分析 した。主な

分析結果は以下 に示す通 りである 。

（1）：面識の ない OB やゼ ミナー
ル 関係の 人

的ネ ッ トワ ーク を学生 が利 用 すれば、ジ ョ

ブ ・サーチ の 成功率は高くな る こ とが確認で

きた 。 先行研究の 結論 と同 じ く、就職活動で

大学 OB を利用 する と、ジ ョ ブ ・サーチの 成

功率が高 くな る と い え る 。

（2）：さ らに、所属サークル の 違い を考慮す

る と 、 文科 系サークル に所属 した場合やサ ー

ク ル 所属 して い な い 場合 よ りも、ス ポ ーツ 系

サ ークル に所属して い る方がジ ョ ブ ・サーチ

の 成功率を高め る こ とが確認された 。

（3 ）：ただ し 、 ス ポーツ 系サークル の所属者

に限る と 、 サ ークル OB の利用がジ ョ ブ ・サ

ーチ の 成功率 を高めな い こ とも同時に確認 さ

れた 。 すなわち、サーク ル 自体の 効果 とサ
ー

クル OB 利用の 効果に 「ズ レ 」が確認され た 。

4 分析結果の 解釈 と今後の課題

　新規学卒就職市場は 、 採用の活性化す る期

間が限 られて い るとい う特徴を持つ 。学生 た

ちは、大学 OB とい う人的ネ ヅ トワ
ークを利

用 して 限 られた就職活動期間を有効に過 ごし

て い る と い え よ う。

　た だ し、 サ
ー

クル OB の利用 に 関 して は注

意を要する。スポー
ツ系サークル に所属する

学生の就職活動は成功 し易 い の に、彼 らが サ

ー
クル OB を利用 して も上手 くい くこ とが 少

ない理 由として は以下の 二 点が考え られ る 。

　第
一

に 、 彼 らの サークル 活動で の 経験、例

えば リーダ
ー

シ ヅ プ等が企業に評価 されて い

る可能性 が考 え られ る 。

　第二 に、サーク ル OB を直接的に利用 しな

くて も 、 早め の 内定を
一種の 「保険」 と して

利用 した り、 業界情報の提供を受けた りす る

OB 利用の 間接的効果が考えられる 。

　最後に 、 今後さ らに進展 しうる実証研究の

方向を以下に指摘 した い。この論文で は、新

規大卒就職市場 におけ るジ ョ ブ ・サー
チの結

果がその後の キャ リア 形成に 与えて いる影響

力 に つ い ては未 だ明 らか に されて い な い 。 新

規大卒就職市場におけ るジ ョ ブ ・サーチ の 失

敗は その 後の転職行動 によ っ て調整され る の

だ ろ うか 。それ とも、不本意な が ら就職 した

企業で も、その後仕事経験 を積む こ とに よ っ

て転職へ の意欲 は徐々 に薄れて しま うもの だ

ろ うか 。 今後は、こ れ らの 課題 を検討した い 。
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